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熱光
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光
風

風

高断熱外皮

エコボイドによる
自然通風・自然採光

自然通風
水平庇による
日射遮蔽

太陽光発電

コミュニティホールワークラボ１ 廊下 ワークラボ３

ワークラボ３ワークラボ１コミュニティホール

テラス

テラス

カフェ
ラウンジワークラボ３

コミュニティホール

ワークラボ１ 事務室

あんしんトイレ

ワークラボ２

女子トイレ

男子トイレ

本学が取り組んでいる自然エネルギーの有効活用や低炭素化等の各種環境施策を継承・発展させ、年間のエネルギー収支が
ゼロとなる建築物 ZEB（Net Zero Energy Building）を実現。本学の SDGｓ推進を具現化した建物となっています。

上記の取り組みが評価され、建築物（非住宅）/ 中小規模建築物部門でのサステナブル建築物等先導事業（省 CO� 先導型）
の採択プロジェクトに選出されています。

環境への配慮

ZEBイメージ

施設概要

コミュニティホールを中心とし、三方を囲むようにワー

クラボが配置されています。コミュニティホールの可動間

仕切りを開放することで、北側のワークラボ３と南側の

ワークラボ１へとつながり、　コンパクトでありながらも開

放的な空間として活用できます。

また、コミュニティホールの東側窓面を全面開放する

ことで、ホールから続くテラスとその先の芝生広場までを

一体化した空間として利用することが可能です。

３種類のワークラボは、それぞれ目的に応じて部屋を

選択でき、北東側のカフェラウンジには調理設備も整え

られ、さまざまな活用が期待されます。

獨協大学コミュニティスクエアは、「学術研究・教育活動 × 地域との開放的な交流の場」をコンセ
プトに、自由度の高い第二のキャンパスとして誕生しました。同時期に、草加市立松原児童青少年交流
センター（愛称「miraton（ミラトン）」）や東武鉄道株式会社の商業施設「TOBU icourt / トーブ イコー
ト」が完成し、獨協大学前〈草加松原〉駅西口周辺エリアの地域活性化に資することが期待されます。

未来につながる
「学術研究・教育活動×地域との開放的な交流の場」として




